火と水の利用から見る阿蘇の草原と森の歴史

―下野狩神事の世界を読み解く―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯沼賢司

はじめに
　九州の中央部、阿蘇・くじゅうには、日本最大の草原地帯が存在している。多くの人はこの場所を雄大な自然の草原と認識している。しかし、この草原は、「自然」ではない「不自然な」草原である。このような標高で、高温・多湿の気候では、自然には草原は存在です広葉樹林を中心とする森が広がるはずであるからである。このような景観が維持されてきたのは、ヒトが毎年春に火を放ち、野焼き、山焼きをしてこの草地的景観を作り出してきたからである。生態学などでは、このような草原を半自然草原と呼んできた。この草原は人間と関わらないと維持できないものであり、自然と人間の歴史的・文化的関係を考える絶好の場であった。私は、この場所で、歴史学の立場から、この草原の歴史、草原をどのように人間が利用してきたかを明らかにしようと考えたが、当初それを明らかにできる歴史資料をもちあわせていなかった。ところが、このプロジェクトの２年目の調査で、阿蘇の調査に入った際、中世の阿蘇の狩神事の記録（永青文庫所蔵）の存在を知った。（１）本論は、この記録に書かれた、草原を舞台にした「下野狩」神事から草原、そしてその対極にある森とヒトの関係をさぐり、そこから、「日本列島における人間－自然相互関係の歴史的・文化的検討」とういう命題に応える手がかりを見出そうとする試みである。
１　下野の狩と野焼き

下野の狩神事の由来と内容

下野の狩とは、阿蘇の往生ヶ岳、杵島岳の西山麓「下野」で古代から毎年執行されてきた狩神事であるが、天正6年（1578）を最後に廃絶し、その後復興されることなく今日に至った。阿蘇社の最重要神事として認識され、廃絶後も社家は復興を目指す活動を行い、細川藩もそれに関心をもったこともあり、その記録や神事の内容は社家や細川家の記録に残されることになった。

永清文庫に所蔵されている『下野狩日記』では、この狩神事を次のように説明する。下野狩は、阿蘇がことごとく湖であった、神武天皇の治世の頃、北宮大明神（現在の国造神社）は鯰という魚で、湖の主であった。この狩は神武天皇と北宮の明神の約束で始まった贄狩であった。その外の阿蘇の祭礼は、阿蘇の田畠が定まって以後、確定したものである。したがって、下野狩は、万事につき始まりの祭礼であり、最初は正月はじめの儀礼であったが、後に毎年２月の初卯の日に執行される祭礼となったとする。村崎真智子氏の研究では、下野の狩は、年の初めに行われる独立した神事であったが、のちに歳神の祈年祭である卯の祭に結合し、２月の祭礼となったと解釈している。（２） 

中世の下野では、春の初め旧暦２月の初卯日に、阿蘇南郷谷の下田の西野宮（現南阿蘇村）の権大宮司を狩奉行として、南郷に居住する阿蘇の大宮司、阿蘇下宮（現阿蘇社）の権大宮司らの神官、阿蘇領の領主などが総出で下野を訪れ、肥後国内の阿蘇社領から３５００人ともいわれる狩人・勢子を動員し、狩が行われ、この祭礼は阿蘇の田畠が定まった前からの神事で、「万事始ノ祭礼」であるしている。阿蘇北宮(現在の国造神社)の鯰に捧げる贄の鹿などを狩るため、周辺の山野で野焼きが行われ、その火と勢子の力で下野にある三カ所馬場に獲物が集められる。

火で獲物を集める様子は、「阿蘇よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(せ),責)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こ),籠)狩人ハたか山にさしよりて宵より火を焼候へハ、こそたのむたのしゝ（鹿）ハ火に驚候て三の馬場へ出候」（『下野狩日記』上）とか「南郷の白川よりむかへの古野ゝをやかせてかりをつねに御させ候へハ、此三のはゝへ鹿ハあつまり候」（同前）とか「馬山の立くるみミかへり（車帰ヵ）の野を、かりちかくなり候へハ焼候也」（『下野狩日記』下）とか書かれている。

その後、下野に集められた獣は、下野の鬢掻きの馬場(筵の馬場、始めの馬場、一の馬場)、中の馬場(小物の馬場、二の馬場)、赤水の馬場(EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はて),終))の馬場、三の馬場)の三か所の馬場に順番に追い出され、そこにも火がかけられた。このとき、活躍するのが「火引きの馬」と呼ばれる馬で、火縄をこの馬に引きずらせ馬場の野に火を放った。これに逃げまどう獣を馬に乗った神官武者が弓矢で射とめた（図版１・２・３）。
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この「下野狩」は、阿蘇の１年の祭礼の始まりで、この祭礼を怠ることはあってはならないと記されている。[image: image3.jpg]A R
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　　　　　　　　　　　　　　　　　図版３　下野狩関係周辺図

[image: image4.jpg]



この狩りでは、鹿や猪の大物と狸・狐・兎の小物を狩り、それらは、狩の後、馬場の南の直口（現在のシシトキ）で肉が神官らに分配された。中でも、鹿の肉は特別であり、鹿の左脚のモモ肉は「贄」として、北宮（国造神社）に運ばれ、社殿の前の木につるし神に捧げられた。下野狩は「方便の殺生」といわれ、弓によって邪気を払うだけではなく、射殺された鹿は往生して、阿蘇の神官に生まれわり、鹿の往生を見物人もまた往生の功徳を得ることができるといわれている（『下野狩日記』『旧記抜書』）。殺生の行事ではあるが、放生の効力によって病を防ぐ放生会に匹敵する阿蘇宮最大の重要行事であった。
牧としての下野

一方、『下野狩日記』下には、「彼下野馬場へまき（牧）を立候事、たとへハ此狩を為有奔走也、鹿とむま（馬）と朝暮なれ（訓）候へハ、馬ハ鹿におとろ（驚）かす、鹿ハ馬におとろかぬなり、殊此下野の狩年々野を焼せ候へハ、馬火に馴候間、別而狩候時、此馬てうほう（調法）なり」とあり、狩場として使用された下野には牧が立てられ、ここの馬は鹿にも火にも馴れていると書かれている。この下野狩り場は、別名鷹山の牧（鷹牧）ともいい、阿蘇宮の各十二宮に備えられる神馬が育てられ神の御牧でもあった。春の狩の後、馬が放たれ、１２月に肥後国衙の在庁ら立ち会いのもと神馬が各宮に供えられた（「阿蘇年中行事」）。
下野（鷹山）牧は「神亀三年EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(本ノマヽ),ミのと)のとり正月十八日牧始也」とあり、神亀３年(７２６)に立てられたと記録される（『下野狩日記』）。すでに、８世紀初めに阿蘇宮の神馬の牧があったとされるが、当時の律令国家の形態から神社の所持する広大な牧は想定しがたい。しかし、『延喜式』によれば、阿蘇郡には、「二重馬牧、波良馬牧」があり、その注記に「凡肥後国二重牧馬、若有超群者進上、余充大宰兵馬及当国他国駅伝馬」とある。阿蘇郡には、古代の駅馬や伝馬、大宰府の兵馬を供給した九州最大の官営の馬牧「二重牧」があった。

阿蘇神社の「鷹山の牧」（鷹牧）は、すでに述べたように、１２月の阿蘇十二社への神馬貢納においても、肥後の在庁ら３３名ほどが参加しおり、在庁が馬に鞍を付け、それを阿蘇宮に奉納するかたちの儀礼となっている。『旧記抜書』でも、阿蘇下野では、肥後国のために上納する役として御馬用途２４貫があったことが記載されている。中世においてもこの牧は肥後国衙と密接な関係をもっている。「二重牧」は、菊池郡大津から尾根道を通り、阿蘇のカルデラに降りる入口にある二重峠にその遺称が残るが、その場所は明確ではない。（３）しかし、下野すなわち鷹山の牧と国衙との関係を考えると、ここが官牧「二重牧」の後身だとと考えても矛盾はない。おそらく、官牧「二重牧」の中心部が１１世紀末から１２世紀初頭に阿蘇神領「阿蘇荘」が成立する中で、下野は阿蘇一族の狩場（狩倉）、神馬の牧として組み込まれたと私は考えている。

野焼きと下野狩神事
この下野を「野」を舞台に行われた狩神事、牧立て神馬貢納の神事の中には、阿蘇の草原の歴史が凝縮されている。すなわち、阿蘇での野焼きと狩りの関係、そして牧と狩りの関係を考えるとき示唆的な神事といえる。下野狩では、火によって狩の対象となる獲物を馬場に集め、さらに、火をかけながら馬から矢を射懸ける。その後、ここには牧を立て、ここで育った馬は火にも、鹿にも驚かない狩に調法な馬が育つとしているのである。

野焼きは、江戸時代以降、放牧と草刈り場の維持のために続けられてきたが、この神事から推測すると、本来狩のために始まったとみられる。オーストラリアの原住民アボリジニィなどは、火を用いて狩を行う焼き狩りという狩を行ってきた。この方法は、日本でも古くから行われてきた猟法で、魚に対する流毒の猟法と並んで、法なき殺生として中世では朝廷の命で禁止された。文治４年８月３０日の後鳥羽天皇宣旨に「流毒焼狩」の禁止が五畿七道に出された（鎌倉遺文３３９）。建久２年の後鳥羽天皇宣旨では、さらに詳しくその禁止の内容が次ぎのように示されている（鎌倉遺文５２６）。「但於本社供祭、有例之漁猟者不在制限、凡厥流毒為漁、焼野猟鹿、非用殺生、永足禁断」。このように、贄などの供祭や有例の漁猟は例外として、「非用の殺生」として「流毒」や「焼狩」すなわち「野を焼き鹿を猟す」狩を禁断した。しかし、阿蘇では、堂々と神事としてこの猟法が残存し、今でも阿蘇の手野地区においては、焼き狩りに近い狩猟法が今でも伝えられている。このことから、狩猟のために野を焼き、さらにその野を利用して牛馬の導入による放牧が登場したという道筋が想定できるのである。

今回の阿蘇・くじゅうにおける草原の歴史の調査では、野焼きの起源を明らかにすることが課題であった。この下野狩神事が示唆するところは、狩では火を放つことが古くから行われていたことである。どこまで遡るかは明らかでないが、「下野狩」の原型が阿蘇の田畠が定まる以前から存在したという伝承は、狩猟を主たる生業とした社会、縄文時代までその起源が遡る可能性を示唆しているのである。その意味で、まだ議論のあるところであるが、少なくも、花粉やプラント・オパールや微粒炭の分析から、少なくとも１万年以前から阿蘇のカルデラの上で草原的景観がかなり存在していたこと示唆する結果がいくつか出されていることに注目している。（４）
また、この草原地帯に見られる黒色のクロボク土の中に含まれる多量の微粒炭の存在は阿蘇・くじゅうの草原の出現に、火事がかかわったことを強く示唆している。およそ７３００年前に喜界カルデラの爆発で形成されたアカホヤ層を挟んでクロボク層が現在まで堆積しており、その堆積は1万数千年に及んでいる。これまで、火山でクロボクが形成されたというのが定説化していたが、これは土壌学の面でも否定され始めており、（５）今回の列島プロジェクトで、原因が何かは別にして、草原での頻繁な火事が関わったことはほほまちがいないと考えられるようになった。火事は、人為を直接証明することはむずかしいが、中世まで続く焼き狩りなどの狩猟法と下野狩でみられる火を使う狩猟法を参考にすると、縄文時代以来の火事が、狩猟のための野火として行われ、そのことが、このような草原的景観形成と維持に深く関与したことが推測されるのである。
２　阿蘇の森と水田
下野狩と「田作り」

この下野狩は、「火」だけではなく「水」すなわち阿蘇水田開発についても示唆的な神事である。下野の狩は卯の日に贄を備える祭として行われる。下野の牧の神を祀る西野宮は別名卯添神社ともいう。なぜ、狩の祭が農業神と関係する卯の祭に結び付くのであろうか。民俗学者村崎真知子によれば、阿蘇社の春祭りである下野の狩と卯の祭と田作祭は相互に関連しており一括してとらえる必要があるとする。現在、下野狩は廃絶し、卯の祭と田作祭が並行して行われ、田作祭において火振りで有名な御前迎えや田作神事が行われている。卯の日の祭は、阿蘇家の祈年祭としての歳神（歳禰神）の祭りで、それと年頭の狩が結合したものであると解釈している。また、田作祭は卯の祭の期間中の巳の日から亥の日までの七日間にわたって行われる。巳の日に「横筵神事」、申の日に「御前迎え」、亥の日に「田作神事」が行われ、この間、歳禰神の神輿は社家の家々を廻り、「宅祭り」が行われる。

村崎は、なぜ下野の狩が卯の祭に結び付いたのかを「歳神＝土地神」という考えを媒介することで次のように説明する。卯の祭は、阿蘇家が歳の始めに狩をし、獲れた鳥獣を土地の神に捧げ、農耕の豊饒を祈る予祝儀礼であると解釈する。本来は、歳神を祀る阿蘇家の祭りである。卯の祭が歳神＝土地神を祀る祭であるとすれば、そこに下野の狩り（土地神に阿蘇家が贄を捧げる）が、卯の祭と結びつく契機があったとする。歳神を祀る阿蘇神社（阿蘇家）の祈年祭である卯の祭と歳の神を祀る社家の祈年祭が結合したのが春祭りと解釈している。祭礼構造については見事な分析と考える。（６）
しかし、現況の祭礼構造を基本とした分析であるため、春祭りの本来、はじまりの舞台となった失われた下野狩神事の分析が十分とは言い難い。また、中世の祭礼については、「阿蘇年中行事」を基本に、近世中期以降に編纂された『下野狩集説秘録』を使用しているため、その元本である『下野狩日記』『下野狩旧記抜書』などの存在を知りつつ、それを使うことはなかったため、本来の祭礼のあり方を基に組み立てることができていない部分がある。

『下野狩日記』『下野狩旧記抜書』の記録を見て行くと、狩神事と阿蘇の農業神との関係が見えてくる。阿蘇はかつて湖あり、そこの主の大鯰が住んでいた。阿蘇の民話では、阿蘇の開拓神のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たて),建)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(いわ),磐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たつ),龍)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)は、下野の場所でカルデラを足で蹴破り、この湖の水を流し、大鯰を干びさせ、田を開いたとある。この話は『下野狩日記』では神武天皇と鯰の話になっているが、「につか」(「罪所」)という塚に鯰の骨を納め、契約し、阿蘇北宮の鯰の霊に鹿の肉を贄として捧げてきた。「につかの水」は「あか水」ともいい、阿蘇谷の北を西に流れ、赤水の先の数鹿流(すがる)の滝でカルデラから水を落としている今の黒川を指す。下野狩は、かつて殺した鯰（征服された前支配者）への罪を恐れ、それに贄として鹿などの獲物を捧げる祭である。それ故に、鯰の骨を納めた「につか」を「罪所」と認識したのであろう。

「につか」は「二塚」と考えており、北宮の前にある上御蔵、下御蔵古墳の二つの古墳を指していたのではないかとみている。現在の国造神社は北宮といわれ、征服者である健磐龍命の子EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はや),速)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みか),瓶)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たま),玉)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(みこと),命)を祀るが、「につか」は鯰を祀るもので、現在も国造神社には境内神鯰神社がある。北宮は本来、この鯰を祀る神社であり、「罪所」と呼ばれるのも征服者としての健磐龍命・速瓶玉命父子が前支配者を殺したからと考えられる。
『下野狩日記』では、「終の馬場の事、赤水のなかれ出候名なり、赤水本名なり」とあり、赤水の馬場の別名「終」は赤水(黒川)が排水される場所であることを示し、この場所の先に数鹿流の滝がある。赤水（につかの水）が流れ出すことによって、鯰殺生の罪汚れ祓われると考えていたようである。ここから「黒川」は「白川」に変化する。この変化の際に鬢掻馬場→中の馬場→赤水馬場の狩神事が重要な役割を持ったとみている。
この下野狩は殺生の儀礼でありながら、宇佐宮の放生会や御祓会と似た構造をもっている。一つの解釈であるが、鹿や猪、その他の小物を一の馬場から二の馬場さらに三の馬場へと順番に狩るのは獣を水の流れにたとえて、うまく排水できることを願う、儀礼とも解釈もできる。これは、阿蘇の「風逐い祭」で狩が行われ、獣を風の化身にみたて「風穴」に追い込む神事と共通する面があるのではなかろうか。（７）古代の祭祀では、浜名湖の「角避比古神」という排水を司る神が有名である(『文徳実録』)。この下野の神事は、贄を北宮へ奉納し、予祝を願う面だけではなく、鯰を殺した罪を赤水の出口である下野狩を行い、これを祓い流すとともに、首尾よい排水による豊穣祈願の面をもっていたのではないだろうか。
下野の森「高山」と田作り神事

この狩神事の舞台となった下野一帯は、狩り場、牧などの草地としての広大な「野」が広がるだけではなく、広大な保護された山林を有していた。この森は、阿蘇の神の森ともいうべき場所で、鷹山(高山)と呼ばれ、阿蘇宮の田作りの神事にかかわる聖地となっていることに注目しなければならない。阿蘇の下野地区の北東に宮山があり、吉松社という社がある。かつては、２００㍍ほど南の元宮跡に社があり、ここには、社殿の礎石や樫や槻（欅）の大木が遺る。（８）『下野狩旧記抜書』に収録された神記１２１年８月１０日の阿蘇宮祭祀規則相続状ともいうべき文書(原本は南北朝期以前もものと推定される)では、吉松大明神は「鷹山」の地主神であり、この大明神が大切にしている木は槻木と樫木と楢木である記されている。
同史料では、樫木は歳称大明神が毎年五穀の祭で、鷹山の子安河より女体宮を迎え、五穀を産ましめるとき、「御持ノ柴」である。現在も旧暦２月申の日に田作神事の一環の「御前迎え」として鷹山の樫の木の柴を迎える儀は行われているが、中世の祭礼とは変化をしている部分も多い。南北朝期以前に作成されたといわれる「阿蘇年中行事次第」では、子安川で「御ソギ」（樫の若木）を迎え、これを天宮（阿蘇の火山を祀る宮）所より持参の紙に包み、帰りに竹原の真福寺で弓と矢を作り、塩井川で「塩井」（禊ぎ）を行い、その後、天宮所で御神体を作った。千原（現在の血原）で饗宴を行い、夜に天宮所に行幸し、翌酉の日には四太夫の宅に行幸し、一日一夜のお祭をし、翌戌の日には五太夫の宅に行幸し、一日一夜のお祭をした。亥の日には田作りの祭りが行われた。
現在は、「ミソ木迎え」は「御前迎え」と呼ばれ、吉松社で鷹山の樫を使いヒメ御前の御神体を作り、それを入れた樫の柴を浜の宮、竹原、塩井川、化粧原を経て運び、夕刻、阿蘇社拝殿で歳祢神と神婚し、その後、その御神体を神輿に乗せ祝の子孫宮川家へ向かいの宅祭りを行っている。（９）
鷹山には、歳禰神と神婚し五穀を産む女体宮がいる森がある。この女体宮は子安河原の女体観音のことと思われ、観音様の裏の谷の河原には、現在も等身大ほどの人形の石が横たわっている。女体宮の「御持ノ柴」が「御ソギ」（樫の若木）であり、鷹山の樫は神事に欠くべからざる神木であった。
次に、槻木(欅)は、御嶽の本堂・下宮・社頭の鹿渡橋それぞれの造営に使う材木である。これも神木であり、樫の木と同じく神宿る木と認識されていた。現在も阿蘇社(下宮)の建物は基本的にこの欅の木で造られている。
楢も用途は書いていないが、吉松ノ明神が種を植えた宮原の楢の木であると記されている。おそらく、祭祀に使う楢柴やドングリのなる楢は鹿を育てるための木と考えられる。特に、楢柴は厳塚での猟祭の際に、楢柴が使用され、一之河に納められたと記載されている（『旧記抜書』）。

また、鷹山の木は７月７日～９月９日の切ることを許すが、これは、霜宮の火焚神事の薪としてだけ許し、竹原の内黒川の五人の案内者は狩の手引きを行うので、落ち木を取ることを許すが、槻木と樫木と楢木は認めない。中でも、二月の田作りの祭に用いる樫木を伐った場合、侍は所領を改易し、下﨟は在所を追補し、その身を搦め取るという決まりとなっていた。このように下野は「野」がただ広がる世界ではなく、広大な「鷹山」と呼ばれる森があり、この森は保護され、槻木と樫木と楢木の伐採は厳しく制限されていた。下野は阿蘇の「火」の利用と森とその背後にある「水」の利用の歴史が凝縮された聖地であった。

３　下野は阿蘇信仰の原点
阿蘇の祭礼空間と下野

現在、私たちは、阿蘇市宮地にある阿蘇神社だけを見て阿蘇宮を理解しようとしてしまう。しかし、中世の阿蘇神社は、現在の阿蘇社（下宮）だけではなく、阿蘇のカルデラの内にある上宮、北宮（国造神社）、西野宮とその周辺にある草部神社などが阿蘇郡にあり、郡外の末社として健軍社、甲佐社、郡浦社などを傘下に置く大きな神である。古代は、噴煙を上げる中岳を中心とする山を中心にその信仰が生まれたといわれる。しかし、現在の阿蘇社（下宮）は山を背にして社殿は造られておらず、西を背に東に社殿が向いている。山の信仰を中心に見ると、これは謎である。しかも、これまで明らかにしてきたように、阿蘇社の最も重要な祭礼である下野狩神事、田作り神事は、その中心舞台を上宮や下宮に置くのではなく、カルデラの西端の下野（西野）に置いている。阿蘇宮は、山上の上宮を中心にカルデラの中全体が祭礼空間となっているとみなせるが、とりわけ阿蘇の信仰の中でも下野の空間は特別な位置を占めていることに気がつく。[image: image5.jpg]



往生ヶ岳、杵島岳の西麓には、下野もしくは西野とよばれる野焼きの行われる原野があり、そこには、阿蘇十二社の神馬の牧が設定されるとともに、狩り神事を行う空間としての三カ所の馬場が設定されていた。また、その中には、樫や槻や楢の木の広大な森が存在し、それを高山（鷹山）と呼んでいたのである。この下野に入る入口には、鹿渡橋という橋があり、先述したように、中世では、社頭鹿渡橋と呼ばれ、上宮・下宮とともにこの橋は、高山の槻の木の材で造営される特別な橋であった。現在、その名は残っていないが、『旧記抜書』では、この鹿渡橋を「鹿渡」「すがる」と訓みをつけている文があり、数鹿流の滝のすぐ上にあった橋と推定され、二重峠から下り、黒川を渡り、黒川の集落に入るとき渡る橋、すなわち、場橋橋（橋のたもとには弁財天を祀る社がある）がそれに当たると推定される。

この道は、沢津野、乙津ヶ瀬の集落を経て、湯の谷から御嶽、また長野方面を経て南郷谷の中心部へ向かう旧道である。『下野狩日記』では、「御嶽笠山より鹿渡左右阿そ南郷境野山悉鹿候也」とあり、御嶽笠山（現杵島岳）と鹿渡橋を結ぶラインは、阿蘇郷と南郷の境の野山となっていた。このラインの笠山から上宮までは御嶽大道と呼ばれ、上宮・御堂への参道であった。

『下野狩日記』上巻所収の三馬場絵図と本文によれば、上宮の参道には、上の橋（上浄橋）、中の橋（中浄橋）、下の橋（下浄橋）の三箇所の橋があった。上の橋（上浄橋）は上宮と御嶽の本堂の間の橋、上の橋と中の橋と間は１２町、中の橋と下の橋は３里の距離があった。中の橋の脇には礫石という烏帽子型の石があり、この石から鹿渡まで３里と書かれているので、下の橋は鹿渡橋の別名であることが明らかである。鹿渡橋（下の橋）を社頭鹿渡橋と呼ぶのは上宮の境内への入口となっているからである。

一方、下野には「中道」という道が存在する。「彼三のはゝへ中道候、其道御かりちかくなり候へハ堅固ニ御とめあるべく候、人とほり候へハ、しゝ外よけ候、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(〔こヵ〕),と)ふちの瀬渡上、おとかせのちか道に人を御そへ候て、御留しかるへし、是ハ下田方役にて候」（『下野狩日記』下巻）とある。中道は、三の馬場へ通じる道であり、下野狩の時は、この道は、鹿・猪が通るため、人が通ると鹿・猪が避けるので通行止めとなる。この道は、「とふちの瀬渡上」（別の段では「おふちの瀬渡り上り」）を通るルートであり、ここは、今日、阿蘇市と南阿蘇村の境にある黒川の縁「男渕」と推定される。「馬足尾中道・御嶽の大道より草高野及上野五ヶ所の狩人立候」とあり、中道は馬足尾中道と記され、尾根道で御嶽の大道に繋がっている。しかも、三の馬場へ通じている道である。とすれば、男渕から阿蘇の御嶽方面に通じる尾根道と推定され、阿蘇市と南阿蘇村の境界ラインがこの中道に適合する。

このように考えて、あらためて三の馬場の絵図に描かれる道を見ると、二重峠を下り、御嶽に向かう道は、鹿渡橋（下の御橋）から入り、沢津野・乙ヶ瀬を経て由の谷道を通り、御嶽の大道へ繋がるルートと沢津野・乙ヶ瀬から長野に向かい、そこから垂玉を経ても嶽の大道に合流する長野大道のルートがある。また、車帰から男渕の瀬を渡り、中道を通る道がある。中道は三の馬場へ入る尾根道とみられ狩道として機能した。絵図には、もう一つ御嶽と山麓をつなぐ道が描かれる。この道は往生ヶ嶽と笠山（杵島岳）の間を通り、草高野を経て、高山（鷹山）の森へ繋がる道である。

上宮境内は、阿蘇の中岳から西山麓の広大な土地を含んでいた。社頭は数鹿流の滝の上の鹿渡橋であった。この境内地空間には、下野という広大な「野」または鷹山という広大な「森」があった。「野」には三箇所の「馬場」という祭礼空間が存在した。上宮は阿蘇の火山神であるが、「野」と「森」を包括し、「野」には西野宮という牧の神、「鷹山」の「森」には、吉松神社という地主神と「野」と「森」の神が祀られていた。

阿蘇のカルデラの中は、下宮・北宮のある阿蘇郷という空間（権大宮司の居所がある）と大宮司、下田権大宮司や多くの神官団の居住地と草部吉見神社のある南郷の空間に分けられる。この接点に位置するのが下野・鷹山空間である。下野・鷹山の空間は鹿渡橋から御嶽へのラインを中心に阿蘇郷と南郷の両側にまたがり、北側の阿蘇郷内に馬場と呼ばれる空間があり、南側の南郷内には、狩の際にそれを支える狩人の村、狩りをサポートする村がある。
このように見てくると、下野は、阿蘇の自然信仰と阿蘇の開発を行った人々の信仰の場として下野・鷹山のエリアは特別な意味をもつ場所であった。阿蘇山上の上宮の里宮的空間として下野が存在したようにも理解できる。社頭鹿渡橋は、下の橋と呼ばれ、上宮へ登る参道の入口であり、ここからが上宮の境内地であった。一方、この空間は、阿蘇の下宮の神馬を育て、五穀を産む女躰宮の森、鷹山があった。阿蘇祭礼は下野・鷹山の空間からすべてが始まる構造となっている。ここの地主神であり、鷹山という森の神吉松明神と牧の神である西野宮が上宮とともの阿蘇信仰の基層に位置づけられている。それに対して、下宮・北宮は征服者として阿蘇神官団の始祖神を祀る場所であり、先祖の廟というべき神社と位置づけられるのである。

阿蘇神社は、阿蘇山という火山への信仰を中軸にし、出発するが、古代のある段階で、阿蘇を征服した阿蘇氏（健磐龍命を始祖）とする一族がその始祖を祭祀する神社として下宮、北宮を創設し、本来の阿蘇の自然神と阿蘇の開発者の狩場、牧、水田への信仰を融合させる場として下野（鷹山）機能していたとみられるのである。

その意味で、下野という場は阿蘇の人間の土地利用と自然環境との関係が集約された空間といえる。自然の賢明な利用をする際のガバナンスの問題も、すでに述べてきたように、この下野の神事の中に見い出せるのである。
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むすびにかえて

阿蘇の春３月の行事は野焼きと田作神事【火振】で始まる。中世の神事も旧暦２月卯日の下野狩に始まり、それに続く田作り御祭が行われた。下野狩は近世には廃絶したが、この２つが阿蘇最大の祭礼ですべての始まりの祭であった。それは野と森の祭で、それは下野、鷹山とまったく同じ場所での祭礼であった。阿蘇の中央火口の西に広がる緩斜面は阿蘇のすべての祭祀の根源の場であった。ここには下野と呼ばれる広大な草地が広がり、その一方で鷹山と呼ばれる森が存在した。ここは上宮を中心にみると、西の入口であり、下野の南の黒川の橋場には社頭の鹿渡橋があり、そこを入ると、鬢掻、中、赤水の３つの馬場があり、狩神事が行われた。その奥には鷹山という森が存在した。この森はヒメ神の住む森でそこに大切に保護された神木が樫・槻・楢の木であり、特に樫は田作り神事の御神体となったのである。

このような場で行われる下野狩神事には土地利用と環境ガバナンスの歴史の集約が見られる。それを最後にまとめると次のようになる。

阿蘇における、火の利用・水の利用は一貫した流れの中で見られる。まず、阿蘇では、雪が解けた後、野焼きが行われてきた。この野焼きは、遠く縄文時代の狩猟にともなう野火に淵源があると推測される。このような伝統の上に阿蘇の狩は行われ、春の焼き狩による狩猟が行われてきたと考えられるが、古代の７・８世紀ころ、狩神事の舞台となった下野を中心に官営の牧二重の牧が設置された。すでに阿蘇の馬の放牧技術は、国造としてこの地に入った阿蘇氏がもたらした可能性が高い。阿蘇氏は評督・郡司や牧の管理者として二重の牧に関与し、大宰府に貢馬を行ってきたとみられる。阿蘇品氏の研究によれば、１１世紀末以降、阿蘇氏の下で、阿蘇郡が阿蘇荘として荘園化され、大宮司が惣官として阿蘇郡を支配する体制が１２世紀前半までには確立し、阿蘇社（下宮）祭神十二神の確立と並行しながら、この時期に整備されたといわれる。（10）下野狩も阿蘇の狩神事としては、まさにこの時期にその原型が確立したと考えられる。

上宮は平安末期までに下野を境内地として確立した。境内の森として鷹山、狩神事の場所として「野」三箇所の馬場を包摂し、その入口、社頭として鹿渡橋（すがるのはし）が造られたとみられる。一方、下野・鷹山の空間は下宮の聖地でもあった。特に鷹山も森は、春の卯の日の祭の中で行われる田作神事のみそ木（神木）が運ばれる場所であり、ここの女神と歳の神の結合で五穀が産まれるという論理を組み立てた。また、１２月には、下野すなわち鷹山の牧で育てられた神馬が十二宮の納められたのである。

【注】

（１）江戸時代前期に整理されたといわれる詳細な狩り神事記録『下野狩集説秘録』（以下『集説秘録』）が阿蘇家に伝えられているが、２００７年の夏の永青文庫の調査で、『集説秘録』の元本となり、今までほとんど本格的研究が行われていなかった慶長１２年(１６０７)に阿蘇奉行人村山惟尚の書写になる『下野狩日記』と正徳２年(１７１２)以前の記録を載せる『下野狩旧記抜書』(以下、『旧記抜書』)を検討する機会を得た。その後、これらの史料を翻刻、解読する作業を続ける中で、『集説秘録』は、『下野狩日記』の上巻と下巻と『旧記抜書』から、史料が選択・抽出され編纂されたものであることが明確となった。
まず、『集説秘録』を『神道大系』に翻刻した阿蘇品氏の説では、阿蘇家が所蔵する３幅(もとは６幅)の下野狩絵図に関係し、編纂されたとみている節があり、宝永７年（１７１０）成立の『阿蘇宮覚書』にいう「下野狩絵図、狩執行之旧記、又者祭張茂、于今古書致所持」という記事から宝永7年以前にはできあがっていたと推測している。しかし、正徳２年（１７１２）の史料を収載した『下野狩旧記抜書』が『集説秘録』の史料として使用されており、このことから、宝永７年の「狩執行之旧記」は『集説秘録』と考えるのは無理であり、慶長１２年に書写された『下野狩日記』と考えらる。
ところで、なぜ、慶長１２年書写の『下野狩日記』上・下と『旧記抜書』が細川家（永青文庫）に入ったのであろうか。『旧記抜書』の最後に書かれた「口上」として阿蘇宮内権大輔（真楫）が熊本藩士伊藤忠右衛門に宛てた年未詳の７月の一文によれば、阿蘇大宮司宮内権大輔のとき、細川家の命で下野狩の屏風の作成が計画され、その故実調査の資料として細川家に提出された記録であることが判明する。この文書の中に、狩之図掛物６幅【下野狩図】が貞享２年に作られ、それが宮内権大輔の祖父のときであったことが書かれている。異本阿蘇系図によれば、貞享２年、大宮司であったのは阿蘇友隆で、その孫に宮内権大輔の官途をもつ真楫がいる。また、永青文庫の『下野狩日記』上・下と『旧記抜書』とともにあった年未詳の５月１７日付けの阿蘇宮内権大輔真楫の書状でも細川家への下野狩に関する秘蔵の旧記などを写し提出したことが記されている。この事実から推測すると、年未詳であるが大宮司真楫のときまでは、阿蘇家に『下野狩日記』上・下と『旧記抜書』という下野狩に関する秘蔵記録があったことが知られる。おそらく『集説秘録』はこの段階では成立していなかったと考えられる。
それでは、誰が『下野狩日記』上・下と『旧記抜書』から『集説秘録』を編纂したのであろうか。私としては、１９世紀前半に活躍した国学者で高山彦九郎などとの親交のあった大宮司阿蘇惟馨(これか)がなんらか関係をもっていると考える。まず、『集説秘録』の編纂方針は、『下野狩日記』上・下と『旧記抜書』に記載されていた仏教的説明を極力排除し、『下野狩日記』上・下にあった口伝の出典（人物名）などをほぼ消去している。これは、神仏分離、廃仏的な傾向が顕著となる惟馨の段階の編纂の可能性を推測させる。

（２）村崎真智子『阿蘇神社祭祀の研究』法政大学出版局　1993年。阿蘇社の歴史及び阿蘇社領については、杉本尚雄『中世の神社と社領』（吉川弘文館　1969年）は先駆的研究であり、近年は、阿蘇品保夫『阿蘇社と大宮司ー阿蘇社の研究－』（一宮町　1999年）がもっとも総括的な研究レベルを示す労作である。民俗では櫻井勝之進『阿蘇の祭祀形態』は神道学を基本に祭祀の詳細な分析を行い、杉本論文とともに阿蘇の祭祀研究の双璧をなす。しかし、現時点で阿蘇下野狩に関する研究としては、最も詳細で勝れた研究は村崎氏の研究をおいてない。

（３）『熊本県の地名　日本歴史地名大系４４』平凡社　1985年、『角川地名辞書４３　熊本県』角川書店　1994年、

　　　『熊本県の歴史』山川出版社　1997年。

（４）本書第Ⅱ部第４章「堆積物が語る環境変遷」（長谷義隆）、第８章「プラントオパールと花粉からみた人間活動と草原」（佐々木章・佐々木尚子）。

（５）『研究集会　日本の半自然草原の歴史　発表要旨集』別府大学文化財研究所・総合環境学研究所主催　２００８年９月１３日～１５日　ワークショップ２「１００００Ｂ Ｃ：草原・火事・黒ボク土」報告「旧石器時代以降の琵琶湖堆積物の微粒炭量変化」（井上　淳）、「黒ボク土の生成と微粒炭」（南條正巳）、「黒色土の生成プロセスと植生環境」（鳥居厚志）、北日本における草原と黒ボク土の歴史」（佐瀬　隆・細野　衛）、本書第Ⅱ部第５章「日本列島における草原の歴史と草原の植物相・昆虫相」（須賀丈・丑丸敦史・田中洋之）、第Ⅱ部コラム「微粒炭と黒ボク土」。

（６）村崎真智子『阿蘇神社祭祀の研究』法政大学出版局　1993年。

（７）杉本尚雄『中世の神社と社領』　吉川弘文館　1969年。

（８）２００８年を中心に元宮の発掘調査を実施した。少なくとも江戸時代前半まで遡る神社の遺構が確認された。ここが下野狩で登場する地名、赤水の奥の「宮原」の中心とみられる。

（９）村崎真智子『阿蘇神社祭祀の研究』法政大学出版局　1993年。

（10）阿蘇品保夫「阿蘇十二神の成立」（『日本歴史』４９３号　1989年、同『阿蘇社と大宮司ー阿蘇社の研究－』一宮町　1999年。

上　図版１


下野三の馬場図


一火、二火、追火などの記載がある。








左　図版２


下野狩図（阿蘇家旧蔵分）の写真


馬場に火を放つ





図版４


左は阿蘇下野狩図（阿蘇惟之氏所蔵）。


猪に矢を射る大宮司と見物の人々。





二重峠から下野・鷹山方面を望む。草原と森が入り交じる。








